
千葉運輸支局バリアフリーネットワーク会議 概要 令和３年度

開催概要 委 員

＜座長＞ 藤井 敬宏（日本大学理工学部教授）
本宮 敏雄（千葉県身体障害者福祉協会 理事長）
今野 正隆（千葉県視覚障害者福祉協会 副会長）
渡邉 義幸（千葉県聴覚障害者協会 企画室長）
岩野 明子（千葉県手をつなぐ育成会副会長）
鴨 省次郎（千葉県精神障害者家族会連合会 副理事長）
大野 祐子（野田市自閉症協会 会長）
須賀田 貞彦（野田市いきいきクラブ連合会会長）

○日時：令和３年１２月３日（金）１４：３０～１６：３０

○場所：日本大学船橋キャンパス１２号館(船橋市習志野台７－２４－１)

及びWeb開催

○基調講演：日本大学理工学部教授 藤井 敬宏 氏

○特別講演：野田市いきいきクラブ連合会 会長 須賀田 貞彦 氏

○議事（１）バリアフリーに関する取り組みについて

・バリアフリーに関する事例紹介（交通事業者）

・国のバリアフリーの取り組みについて(整備局・運輸局)

（２）意見交換

（敬称略）

参画（委員以外）

【施設設置管理者等】東日本旅客鉄道(株),東武鉄道(株),東武バスセントラル(株),京成バス(株),(有)北柏交通,(一社)日本民営鉄道協会,(一社)千葉県バス
協会,(一社)千葉県タクシー協会【関係行政機関】千葉県、松戸市、野田市、流山市、柏市、安孫子市、千葉県警察本部 【その他】関東地方整備局、
千葉国道事務所、関東運輸局

＜主催：関東運輸局千葉運輸支局＞

講 演

バリアフリーの取り組み等

【東武鉄道株式会社】バリアフリー整備方針・ハード面での整備状況・ソフト面での取り組み状況 他。
【東武バスセントラル株式会社】バス車両のバリアフリー対応状況・ラブリーパス・運転士教育 他。
【有限会社北柏交通】介護タクシーのバリアフリー対応状況・社内研修・バリアフリー取り組みの効果 他。

・オリンピック・パラリンピック開催にあたり、関係施設のバリアフリー化が進んだと感じている。
・今後、更に高齢者の増加が予想されるため、子供たちの教育から進めてもらいたい。
・聴覚障害者への理解が昔よりは進んでいると感じている、音声翻訳アプリなど便利なアプリが普及していることが要因かと考えている。
・エレベーターやエスカレータに音声案内がついていないところがまだある。
・AEDの正しい利用法・知識の普及の為、講習会を開いてほしい。
・将来的にはタブレット等で手話通訳者を見ながら手話ができるようになれば便利だと思う。
・道路等市街地はアスファルト等で整備されているところが多いが、市街地を離れると砂利道が多く、道幅が狭く危険に感じる事も多い為、道路の整備も進めてほしい。
・交通費が掛かる為、外出を控えている実態がありました。公共交通機関の割引をお願いしたい。
・多機能トイレにユニバーサルベッドの導入も考えてもらいたい。
・音情報だけでなく、視覚情報も情報のバリアフリーとして常に考えてほしい。 等

＜基調講演）【日本大学理工学部教授 藤井 敬宏 氏】「ユニバーサルデザインタクシーを活用した介護タクシーの運用改善策の検討-千葉県を例として-」
＜特別講演＞【野田市いきいきクラブ連合会 会長 須賀田 貞彦 氏 】「高齢者団体・バリアフリーについて」

会議での発言 （委員より）


